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山持遺跡 Vol.８ (６，７区)

国道431号道路改築事業 (東林木バイパス) に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間
コード

　本書は、平成18～22年度に実施した出雲市山持遺跡の調査成果を収録している。当遺跡は出雲平野北側
の北山山系の南麓に位置する縄文時代から近世に至る複合遺跡である。調査成果としては、最下層の斐伊
川の堆積作用による砂礫層から縄文時代～弥生時代後期中葉の遺物が出土している。その上層のシルト層
上面から黒色粘質土層の調査では弥生時代後期後葉～古墳時代前期初頭の集落跡を確認しており、礎盤を
伴う布掘建物跡などを検出した。出土遺物には、朝鮮半島系、西部瀬戸内系、中国山地系などの非在地系
土器や、水銀朱精製土器、木器未成品、漆採取容器なども見られ、対外交流や生産活動の拠点的な集落で
あったと推測される。古代末から中世初頭の遺構には、およそ１町の間隔で平行してのびる大畦状の遺構
を確認しており、条里地割に基づいて形成された可能性が考えられる。中世後半～近世初頭には、伊努谷
川の旧河道とみられる堆積層から卒塔婆状木製品や人骨などが出土しており、河道付近で葬送儀礼や供養
行為が行われていた様子がうかがわれる。

主な遺構 主な遺物 特記事項

掘立柱建物跡、流路
跡、溝、土坑、土器群

溝、落ち込み状地形

畦状遺構、溝

河道跡・溝

縄文土器

弥生土器・朝鮮半島系
土器・木製品・石製品

土師器・須恵器・
木製品・石製品・
玉類・鉄製品

土師器・須恵器・
木製品・石製品・
鉄製品

青磁・木製品・石製品
鉄製品

礎盤を伴う布掘建物跡
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